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　大1：i臼土は鹿サ註島県の北端，大羅市の北部！こあ1，），現

在製紙用クい一の原撫蒙轍して採掘されてい葛．、

　付近の地質ば新第三紀の蜘．彰1にかかる火霞暴類からな

馨，これらは下位から複輝石安1、至．蕨｝，　　　　　　　含轍騰

石複輝石安油渥象1の踊羊に大別される．

には厚い黒曜岩熔露毒1が分布／賦、ている醸

　　臼．自一i．二鉱床はこ疑）黒曜燃を母潜とするもので常にそ覗，）表

層部付近に賦存し，凋縁および下盤に鷹鐵㌶轟弱変質帯を

伴なつている離

　　蚕拡・ぞ糞激盆三としだぐカ1．1噂くノ、雛ギー勢ギ　1・ゆ“三「》なi，3》　一一音i巽こを1、よ

カオ！穿ナ・イ　ト働蛋灘イ鎗を含んで馬・る馨

　　その繊来変質のガラ．スの破片や少嚢叢畠，〉斜蘇縫伴な、う，、

　　本鉱床は黒曜，羅が地熱こあっ趨1寺に風化作用か，あ恐

いは地i表を流れた濾購隻の牽奪三蝋峯によつて選択的に変質生成

された／．，のと考えられぞ）が，そのいず才／、‘1）作用によ澄も

のかは，まだ判然とし．ない。

　昭和3麟識鱒，鷹児、鶏県大蓼：賄祈在の大1．哨土／ぴ二，）い

て調査を行凝・ザ〉、敏ケ爺その結果憂ナ報告する，、

　ソ噛縫土は遇去／こ二狸々など繋～3の縫所讐欝／・二稼行醸

れたこよ、とがあるが，いずれも長続春せず休、酢郵熱に至つ

ているC、

　今回調査を行え“つた．1碍耕い小川メ讐付近の鉱床は，新

た1諺醗姦れた離ア）で，最近ようやく採擁1が開始され，

製糸醐クレー畷lll綴轍して，毎ノ繋〔x）トン内外州蝿1が

あ猿。，

　　本調査には麟㎜／l二二地理院発行（鱒万分の烹地形購iを！万

分の繋傭重汰しプ講）のを使灘し，採掘場付近は／隷こ実灘

に、曳つて鉱床図を作製レた，、

　　今蹴の調査／鷹際し，九州大空麹触ll：二学部（ノ’）向i｛1広助峨授か

ら終始懇切な御教示をいただき，またX線使用などぴ．）便

宜を供無していただいた、、また覗地において五、鶴鉱露．俸

穀の石井li零氏，建醐汰購拡菊3優児、嚇義箆氏をはじめ，

鋤、1ぎ．以沖から夢くの鱒1鱗1麟、財夢噂れた．1二の方擦胤深

く謝鷺を 養す礁、、
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承蹴瞭部

　　　　　　　　　　　　　窯．調蒼地域

2．1彼麗および交懸
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黙本艇

　　薫　　］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼㌔自

　　　　　　　漉　　　　　　　　，　　崎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　　　　　叢1証　鑓　　 奏乞　離　1彊

　霧職査蚤繊翼成は舞客i図に港ヤすよう紅縫ぶ瀧，鶴欝契ブくに1市の北擁3，

山墾予麟、冨雛轟サく購罵獲の薩慧轡鞍糸勺蓋（翫謙の嚢熟置韓あアこ1る、，

　水俣一・大蓑簡を結ぶ県遺から採掘場寡で約誌隻燃主の闇

喜激事奪遺を灘蓋し，　トラックの3溢行が冨鐸艶で霧）る．

　黛．窯鉱業権

　顯鉱1、弩の襲莱権は次のとお1ラで謹る、

　擬諺ζ爵器　1箆多慰，1，嚢ア癖、詮弍掘権　難’際誉一号

　　　　　　　　　が　　　　　　§§灘）簿・

　蓬譲灘種　翻’火1騨1土

　劔羅権者　有隈釜縁』猟、1蕃，烈縫／

3．　地　　翼

　調査蟻域の地欝1謬ミ新篤三紀の噴出1こかかる火山岩ブ鱗か

らな沿てい1て，　こ二野い：）は甘ド｛1か詳

　（葱）　；複窒輩石繊鴛⊥／楚｝

　（2）　澱添文贋難1

　綿）　・含羅蟄騰苓複資雛石安1孟i岩

の編麟＿大別され諾、この蹴かで最烹位の、書轍携石複輝

石“綾狸壌轡は輔下多、薬、嶽！菜鵬を不．鰺合紅　、）ている。

　こ婦至、ら跨ジ総山毒馨麺翼は擁妻：1率とし．て＄蓋鷺のプア麟に鋸難璽蒼講を

なして餓露し，わずかに波曲構遭を素獅するこなも麦脇

（第2図参照）懸

　3．1複輝罵毅山聡

　調潅蕪葺癒糞或の南蕪3かも1菊鱈部へかけて広くデン瞬窪するむ一

発露礎灰・色ないし馨麹灰磁を董蕪し，きわめて郷離蓬蓼な、挙、篶が彗毒

微である。局部的に犠鰯・論変質を懸1），小川内付近に嫁

カオリンず裟毒れ・ている糊／i分衡きある、

　斑晶には径i押慧瓢糠の斜炎鷺（A．壕）A豊煽～A藝鵜A芝輪）

が多く，嶽かに普通輝石・紫蘇輝蕎を伴なう．塞た，局

馨翼的鵜少繋この、集雲1簸が謎！められ、る、

署基は斜蘇泌翻》状鰯帥闘をガ讐スおよび細粒の

不明鉱物が充じている．

　i鐘醤檎欝物に少量の峯滋叢失鉱弓鋳灰石濤蓄畦》められる、、

　3．堂流紋鎌顛

　主として前記複輝石安1、U岩を羅い南部地城に分布する、

おもに流紋爆熔岩，同質凝灰岩および凝灰幽礫岩癒どか

らな！），最、靴部には厚い黒曜岩熔岩が発達している。

　概して東部には熔岩が厚く発達し，四部では凝灰岩塞

た，ま凝灰角礫岩がおも轄分布し，その上を慮接黒曜繕が

覆つている、、黒曜岩の厚さは鬼神付近で約黛0瓢でと疑）る．

なお調査地城の．東縁付近には織麟鄭1の活動と思われる流

糸文撃斎の，入撃紅本が1発達田してv・る留

　藩藤文暴季は糸麟紘¢）禦渉讐・爺慈石灘翼とガラ．スからなる澤態曇騨〉

なかに少量の斜長署、（Ab8給鷺輪一A痴A海○）と黒雲母の

斑晶が散、1、獣し，石基は流理構浩が明瞭である、、’署基の中

にも多丁）斜畏石が含塞れているグ）で，やや塩基性の流

紋岩（煮霞安揖ギ質）と考えられる。

　熱薩．嵐おもに黒色半透明のガラ勅らな夢，

して少議の斜長石　（A擁辱A置醸1酎A塀むA覇の

母が認められ樽．他の；轡石に較べて変質を蒙つているこ

とが畢く欝　螢蓄薫桑は霧、3驚撚轡霧後のガラスの蔦瑳片が蛋白

畢講欝物質によつ　ぐ／謬結された：構造を呈する、，

　33　禽撒欄聡複輝石蛍山嶽

　　縫雄鱒或の嘘1ぜ契か鞘）北驚‘一司潜1こかけて襯広く鯵壌践、諺敦護交

の熔岩からなる。下部岩層を繊瞭な不整1，1に覆い，一部

には聡議鍵豊ヲ杉に沿つた済義聡、構・造も謎！めらオLる．　したがつて

本岩の活勤と下位の流紋婚のそれとグ）闘には蒼干の時チ積

聞隔があつたものと鷲えられる．

　本熔．、）多くは灰色を暴L、板状欝灘がよく発達してい

騰が，下部に／潔渤灰一色ガラス　ギで塊状羅1呈するものが多

㌔、また羊重嚢．L犠／l寸3丘には　 鑑に富む・1組懸な蜂茗撃季が分；布虹

』てレ・るc

　趨轟は斜長蓄（A為部A恥馨～A／禰A勘導）・紫蘇輝石・普

通輝署が多く他に少量¢）轍縫蕎が認毒きられる。石基ξ嶺．灘，斗

長署鐙短冊状／敬贔の間を細粒の輝石類き磁鉄鉱およびガ

ラ』スがi充重糞し，ゴ1眞1絹糸難結慧をなしごぐ㌢・るゆ

　本熔署に1よ一1篠弱翌変質を受けている所もあるが，これ

が風化によるものか，あるいは熱水哲瞬翼の景墾響であるか

は半i／擬零としない。

4．鉱　　蕨

　白二i二灘齢末として濠舞識三ジ灘ら謹℃てマ・るのは，肇縫醤聾霧嚢鞍錘関

所跡の3鉱床であるが，調査地域外にも狸々（鬼神南方

糸勺2搬鷺）．荒講笠（バ、川内舞蔑プブ糸勺2k盤）など野熟翻痔バ・嬉覇莫

鳶採掘を行なつたものがある．胤鞘）なかで現在採掘を行

なつているの捻弓鬼誰1署鉱床だけでフ熊笹鉱／宋は採掬肇韓備中

て手ある昌

　4．1鉱廉め賦糠状澱
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　鷺土鉱床はいずれも黒曜岩を母岩とL．，その載／、。1部付

近に賦存している．鉱石の多くは径騒撫前後の黒色半

透明のガ警ス（未変質母岩）の破片を含んでい懲．鉱床

の厚さは最大4蹴程度で下盤の黒曜藩は，広範麟にわた一

つて弱変質作§用を蒙つている．鉱瞳と弱変質黒瞭．；嶽乏、の

関｛系は漸移的である藤

　嬢，意識　鬼神鉱床（第3潔i碧照〉

　鬼神鉱床には第1鉱体撫第露鉱体¢）露つの鉱体がある

中央に黒曜岩の突起部があ！），第：三鉱体嫁やや懸．な傾

余1敷もつてその葎薦獲斜麟に，第2鉱体は南東斜薦を鷺緩や

鍛一（2鐙）
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鐵1．に覆われている．

産する．この脈の走向は畿ぼ麟西に近く幅ユー2熱で，

周囲の弱変質黒曜岩との境界薦はきわめて明瞭で澄）るが，

鎌床と¢）境羅はやや明瞭を欠く．こぴ）脈状粘土は鉱体の

数凱ド部で尖滅し連続性は乏しい。産状からみて黒曜岩

がほとんど講結した後，その裂かに沿つてやや性質の異

ものではないかと考えられる。

第2鉱体は平均畷、轍i。翻嵐程度で，第烹鉱体に較べ

菊一（麟）



大欝臼土瓢ついて（藤井紀之）

　　　　　　／

潔響

瑠

慶 雄 劔　　　　　灘艀

粥　き　麟　　、ノく韓1縫流f撲擦鎌1購ξ餅l！ノ範図

緩傾余1で安窒定した分布をなしている，

　1、環鉱体が罵箋一連のもので，その後の侵食によつて突

起部翻蜘麟沈．｛、のか，あるい麟獅ぢ劃／…雛生成

されたものかという点／誰奪だ明らかで癒い・

　墨．蓋．慧　熊笹鉱床その他、

　熊笹鉱床は境在探鉱申であつて詳纐坑駅蕊漱は不明∬　）

るが，第5図矯試掘の結果を総幣して示紅

神床は鬼神に較・くて地形的にも平雌藷な尾根に鍬存し・

嬬した分布をなしている。平均の厚さは2纏燃度で現

在東薦約憩○熱，粥北約4伽の範騒についてその分窟が

確認されている、，

　鉱床は．鬼神と絹媛くガ麗スの破片を含む登色粘土から

な婆，下部に弱変質帯遇伴なつている魁　この弱変繁諮

¢）厚さは未確認である、

　また東端の纏号試掘井には赤褐色の織密な粘土騰が認

め告、れたが，鋤淋鵬．㈱よ糊で緬．これは鉱床形

成の際一一部に鉄分の沈殿し占い環境を生じたため生成さ

れ、＿ものと思われるが，瓢の、阜、、については予想41）城をで

ない。，

　関所跡鉱末紅ついては試掘井が麗没し／ているためll誰査

は不能であるが，勢畢i嚢に黒曜燐のそ波片を’むこと轟　フ》

鬼神・熊笹などと類似した藤状が二撃ン想される・

　荒轍床も、、晦瑞を麟と鱗鋤幾で麹J／々鉱床

については，鑓鉾僑鵬紅、試り1、熱瞳蓬ギ達、ンi臨マ菱馨　／／或さ愛L撫

鱗、繁で熱ることが幸購凝1・ている9

　姦．慧　鉱薦および饗質母爆

毒瞳！ザ、綜うにこの／駆畔“三鋤・はいずれも黒1磯岩

を母盤1とL．，下盤およひ周縁に鰐　　ξ帯を伴なうことが

特微であ恐、、鉱1薮と＾質母碧との1糞式的な関係を第ぞ灘

に示す、、

　　　　　　、＿／一ず“r』ぎ㍗爆㌃一＼
　　　　〆　ひ　　一感　、溌『ト
／潔、、、　　繍讐撫》ヤ

　　　　　　　　　1耀　　　　、　　　…舗翻繍

総※，・薫鰻誓

　　　　灘妊l！㌶装鱗騨

1＿　．＿一磁一5必一鮮二一一一蝶

騨懸‘響』i識一 璽
、

　　　　　　　　　　　　　　麟1‘，プ隔1麗響糟

　　§麟繍．樵叫　細麟勲示｝隣糠醐懸糠黙鱒蜘

臼土の鉱石はA：壕舞密で均麟綻を1賞多聯嬬3

釜31糠奪で捧、耀鞄破片を糊欝む・鉱御）2種に大別姦

離、、る難

蕪一べ獅）
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　鉱石Aは常に鉱床の最上部にあ！？，その分轟は限侮れ

ている。鉱聡懲との境界はあま！）明瞭ではない。嶽色微

細な粘土鉱物¢）集合体で纐密かつ均質な構造を有する。

不純物および残留鉱物は懸とんど含憲れてい録い。

　鉱聡嚢は離床を構成するおもな部分で，弱変質岩との

謬i謹淳は辮葎多1約歩力為〆〉二苧琴縄熱／である，、

　鉱石汽さ購灘じく1撫色粘土の集合体であるが，黒曜岩の

裾算片を嚢7んでお！），　き衛》め　ぐ多雛、誉鷺ズ鴛勝る．夢藝岩と、1蕊わ

れる黒！麗岩自体が琶ヌ灘寮な構萎慧を墜，轄していないので，鉱石

について原岩のll講造を確、認する燃とはできない。

　鉱体び二）周辺特に下盤紅は厚い鵬変質黒曜岩が分布し，

A警　慧，　cの慧灘重に繋1二分L、壕導為，

　弱織蕊岩Aは，おも1幅．鉱体の下盤に変質欝を形成しノ，

ヤばじば弱羅欝岩懲轟申1こ網脈状／こ，またその交点付近

に繊伏に発達している、強i土中に塊状をノ議して取参残さ

れている鳳とも少なくない．黒曜繕の破片がおもに総色

蟻疑ヒで！謬懸1さオ劣！甑騰慧犬を叢室す向る。

　響菱　繕還3は黒／礫嚢め破片ゐおもに白色の蛋嚢石で膠！

結された童、の驚ある。一般に弱、変質．、讐Aの／辺にあ参夢

これよ！量もさらに　麹嚢が低いものと考え・）れる．

　弱餐質讐（憶おもな性質妻講碁．疑質岩難と類鋳“てい援〉

が，麟L分によつて輩、、騰鶴を撃季墾びている。鉱体から比1絞的

欝

離れた所に分布1、・てい恐。

　黎，およびC型の弱変鰻嚢の串には未変質黒曜岩の塊

碧がみいだされることがある。

　．ヒ述のような産状からみて，鉱床は主として黒曜岩か

鑓欝生成されたものであiP，変質作用は黒曜岩の表薦

か夢下方へ向かつて行ノ濫われたものと推定しうる．

　記、かし鉱石グ）うちAについては原岩が嚢のそれと異な

るものか（例えば細粒ぴ）凝灰岩ぴ）ような）あるいは鉱着

嚢のような粘ニヒが庄縮嚇愛詔して緻密な、鉱蓄と隷つたものか

判然とし尽い。流理構造は全く認められない騨）で，一一盤．

惹緯歳さ悪した遷敏ニヒカ業71くの／撃用で彗彗沈鰹芝Uたものとは5灘え勇鞭

いζ，

　墨．黎　粘土鉱物およびぞの分布状態

　鉱石および弱変質岩に含議れる鋸物を調べるため，合

、、緯3個の試料についてx線醐プ搾法によ紅）検討した．その

結果癒第玉表に総括する．

　こ薄彫よiη欠のことが宰l！明翫．・た，き

　（勤　館茎『の塞要1構成鉱£1勿は噸耕くハ噴イサイトである．

特に鉱石Aほぽとんど糠水・＼騨イサイトグ）みからなつて

いる、

　（勃　力舞7蝕ハ繋イー掛イ1・は灘擬奮鋤稽郭．牽峯塗テづ唖るにつ才して

・鳳』距籍　　　　　　ごもにl／浅4》す鴨る毒蔓向が霧忍≧ゐられる，

第茎嚢　翻栗　5．1び　変質旛1．鉱物）勇布状態を示す図褒

螢7 野
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大獄　鐵二臨についてG無講舞醸之）

第　鴛　表 代表的な鉱・脊および弱蹴質嚢のx、線麟折線褒

薫．　酸i熱遷巌ゴー　／』 2．　臼色衆蕪輩一　鷺 3．　葺馨 変餐ζ，畢讐　、A 婆．弱変質岩欝

纏 薫 鉱　物i　義
　　　　i

蓋
鉱
、
麹
主

雛 巣 鉱　物1感 亙 鉱　物

麟．鷲　　慧

7．騒　　絡穏

淫．必　　33

婆．騒　　灘

3．難験α　　亙慧

　　　し

黛．慕7（　　三5

繋．3ぞ（）　　烹3暴

気．1緊5（凝　　7無

邊，4嚢三　　夏1）難

u）

驚）

羅）

戴．難

舞．難

／1．熱

簸．h

熱，熱

§．嚢3　　　／、鐸

7．3晶…雛

4．譲鷺　　 3王．

4．33　訟
4，三8、　繋（｝

3．器87壱　2！暴

馨．4騒　！7

　　熱．無　　　　　　2．5旗3　　！1

　　　　　　　　2．∈1餐31　13

　　　　　　　　2．襖（践　　　8

　　熱．1浅　　　　　　2．3緩2　　三3

　　　　　　　　馨，器　　　7

　　　　　　　　工．蓼（）妻　　嬬

　　1ユ．無　　　i　！．13εs　　71、》

　焦燥　　　l　L誌8蕪　烹3
　　　　　　1　　　　　　i
i態，熱ζ簾著踏くハ葦　イサイ1斗

薫　雰爵屡嚇ジナイトぐ爺r恐¢縁y）

飛　さ鱒一ク婆ストノ｛ラぜ1・（雀篶麟萎零〉

驚1雲郵！　難　；戴

数．難

h．無

h、｝篭

hほ蓋総（～）

k（り

熱．難

k（？）

飯．／／

k（～）

無．熱

熱，！／

無．難

転．巖

無．難

暴．難

言誠牽藁添美糞謬導お，、謁びx繕ζ、嚢蓋雛製欝は舞藝工糞訟1｝毒じ

“試葬馨灘罵鄭塩霊懸室毒｛霧馨1議掘慧

　鋤　蛋隣亙勲霊顛1郵ハ獄イ贋一イトとは逆1に一鋤璽ξが嚢1くな

るにつれて含携　　　出現穣麓と童、に増大する、

　韓）　牽，鎌斎f（多くはがラ．ス鋤妙をの噛彗こ含ま蝶憲るものと

湾えられる）も蛋鷺1石と同様の顛同が認められ，恐。

　ただし叢鷲撫ジ葺の歪ナ燐弩1轍ついては鐘美勇灘孟鎗戎の後の糞慰蓑疑オく

による珪酸の溶脱も灘憲する必要があるう，、

　寒た脈状の淡紅色粘二搬塞加水ハ蓄二啓サイト聾源かに纂

英を繊み，他紛鉱署とは燃質が異な肇ているので，原職

虞霧濾が欝舗霧藩季おは黍護質（＞もので慶。るとい．う前述1の餐窪定感が

1裏毯野きさ翠もる．

　こ曝動療茜難および夢馨変叢瑞Aの噸コー驚旋癖轟y

灘慧のカ．オジナイトを曙鋤む童，のがあるが，そ）湊藝犬には夫蛾

無昏陸はない。

　なお代表的な養石および弱変質岩のX線測1讐筆線表を第

鷺表に薄乗す、季

5，　成騒濤磐灘勢察

　～ヒ述のよう紅良1土鉱床はいずれ感黒曜岩か1、薄質生成

さ謬し罵と季麓、定吟さ壽㌻る．

　ミ雲た黒曜岩が多くの揚合多少は変質を受けているのに

対し，これ轟上位にある禽鰍縫蕎複輝石安山岩が一・部を

除いて全く葦懸縫叢つていない点からみて，鉱床形成に

職i欝
7．6黛、　三（lb

4．4烈3感

媛．驚藝i　藤蕪

3．慕3i　1禦驚

3．5蕪i　葱、3器
　　　1
難．嫉鑛，難　　i4

3．琶鷺i　蔭熟

　　　｝
慧，難器§　　工41）

　　　i
2．§嵐藤　鷲養

　　　i

　　　…

二壽、3曇撫　麺獅

　　　i

薫．／37（）　　5レ

エ．護暮7i　L雛）

飯．／駕

振．賀

無．／窯

μ

癖
無．無

茎擁

夏擁

脈．飯

μ

難．／儀

／蒸．／／

難．無

撃．雛1　繕ひ　　無，数

？．5蕪i　烈膨　　熱．繋

　　　　　　　ミ4．4慧　　！嚢　　i蕪．薦

　　　i　　　l
　　　…　　　i

　　　　　　　ミ魂．（）4　i　填4　　　　む

1乱脚1鴛　　美漁
3．壊蕪蕃　鷲　　i露

3灘鷲1慧　　i／）／

　　　l　　　　i
　　　i

窯．器黍5，　韓　　i　h．蕨

　　　i
黛．4嚢慕1　葱工．　　　　離

　　　i　　　　　　i
黒．難藝8　　磯暴　　　崇．熱．践

2，23（／　繍　 i導．無．無

i．濃呂1）　　難嘉 ／｝．無

関係のある変雛辮潮誤紋擁難の活動終了後，欝轍燈石

縷輝灘．掴山岩の流出以前に多広い範顧瓢わたゆて行なわ

れたと！考え臥れ蕎爵

　ぎ層こ第4図に添すよう／講床を不整合に霧〉凝灰岩

層中に海色粘瀦二が塊状，廉たは／践をなLて挾有婁撫て

いるこ』と，および凝議擬驚屡巨暮本ズ1“詮」くラ斡変』である燃撫

からみで，鋤艇がヲ！隠れたのは少なく撫もこの’翻天暑

麟の鱒勲積簿1であ舞，その後鹸プ噸騰棺鷺なヤ“蒙作用は歪黒なわ

壽柔なズμつたものと婆嚢業鉱泰オ卸る。

　／げ・たがつて蝿罵戴講ミは1驚総更牽驚質大1．1瞬の繕晦嚢蕪矯菱に，謬．1

酸性φ環魔下で黒曜嚢が選択的㍍変難生成されたものと

講えるのが鞭も葦易で　る．

　しかも変質作壌がかな！）広籍／ 鐵鳶）た！），かつ1、鯛羅岩

の躍幾／影寓部海壽造も璽欝しい竃　　　籔げ）ている、轄から・みて鮮！獄

化作用か，あるいは地表を流療、た灘糞の作用凄，いずれ

ン餐によるものと縁、、1奪彫る、ひ

　この毒静禽，、騨ぐ謄岩が他の業垂』石に圭ニヒL鷺　　壁質さ漆伽易い

性質町を騰獅恭ことが　，葦麟の形成に葉要な｛　・…／を果した

ものと鍵、メ芝さオLる，、

　しかしもし風化作用によるも疏）とすれば，、ヒ述のよう

紅鉱床．新二盤の凝灰岩が，黒曜岩とはあ塞夢時代的には差

藩鷺ないと！撒われ懲に董舜》鳥かわ侮ず鐸憾盆く蹄幾肇至野であ嶺と

魂難…一（鷺3’わ



蟷　質　調　査　贋　、稽　報　　（驚i欝巻　　第3階）

いう：事実を充分に説1男す問ることができない。、

　鰻碁幾を蹄灘れ．た濠t・泉の藝ず羽によるも鈴と騰鞍叢す・るに凄激，

原地形と鉱床の／賦存状態との閣係，下盤櫛安1孟携曇など跨

変質範闘と鉱床の分布との関係などについて“，よ擁1三確

な裏付けが必婆であろう．

§．結　　欝

　、．．1一二述の調査結果を要約すれば次のとお1タである、、

　董）薄織斑触蛇は碧葎購、三、糸驚のプ鵡 舞撃尋灘縦からなりう干薫裟力嘉㌧

（議瀬夏醤董筆罫安1．自襲1き（幕）1流豹文岩遜蔑，複導）含／敷／萱1石驚箋醤藍石1安

1、1．鎌醤の3群に大甥される、、この率で鐘）は下音i鱗聾1麟を明

瞭触不整合紅覆つている．

　慧）i翁翫鉱床は流紋岩類の最。、1二二部にある厚い黒曜楚1か

ら変質生成懸れたもので，常にその表層部付近に分布し

下萎犠に広∫織な弱1変質鶴；を伴なつてレ・る，，鍵1体の／享さは1最

大4灘程度である、

　3）1醤ニヒ簸ζ翠嘗激おも1鉱購Ti露くハ雛ず一疑イ1・力扇三ンなる無一一・

密郵こカオリナイト，蛋霞；石を含み，他に少灘1の余感賠汀お

，試びガラ、ス破片など未変質の残留鉱物を伴なつてマ・る．

また鍾麟奪から馨馨琴変欝ξ馨1齢＼蓄多争了づ隅萎）につ才じぐカllがくノN雛イ・掛

イトは次第に減少し，蛋臼石・斜長石など∀）含有量は増

1撫する傾1懲がある．

　4）鉱1末ぴ）賦存）1犬編および鉱；石の’1オ1三質からみごぐ，、本鉱

1宋は／撫化／乍用寒業菰は地表を流れた温泉のざ斜用によつて，

弱酸性の環境下で黒曜岩が選択的に変質を受けて形成さ

れたものと考えもれる．

　難）鉱床と黒曜暑との密接な関係が明らかになつたの

で今後黒曜岩の露出予想、地域について重点的に探鉱を行

なうことが必要であろう，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葺羅撃糞35舞三嚢超1淵査）
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